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開
催
時
間

　

各
教
室
と
も
午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
牧
）

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

※
中
学
生
以
下
は
、
保
護
者
の
同

意
が
必
要
で
す
。

※
同
一
教
室
で
の
申
し
込
み
は
、

１
世
帯
１
人
と
し
ま
す
。

指
導
／
グ
ル
ー
プ
「
エ
コ 
美
遊 
」

ビ
ュ
ー

 

申
込
方
法
／
各
教
室
の
前
日
ま
で

に
、
環
境
政
策
室
環
境
保
全
係

（
℡　

‐
１
８
２
７
）ま
で
。

２２
※
先
着
順
。

※
団
体
で
の
体
験
教
室
も
受
け
付

け
ま
す
。
（
月
２
組
以
内
）

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

市
自
然
科
学
協
力
員
の
指
導
で

落
葉
と
樹
皮
と
木
の
冬
芽
を
観
察

し
ま
す
。

と
き
／　

月　

日（
土
）

1２

1２

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
正
午 

３０

と
こ
ろ
／
都
市
緑
化
植
物
園

（
三
段
池
公
園
内
）

申
込
方
法
／　

月　

日（
木
）ま
で

1２

1０

に
、電
話
で
都
市
緑
化
植
物
園（
℡

　

‐
６
６
１
７
）ま
で
。

２２①
と
き
／　

月
２
日（
水
）

１２

　
　
　
　

午
後
６
時　

分
〜
８
時

３０

テ
ー
マ
／
頑
固
な
商
い
に
つ
い
て

講
師
／ 
志  
賀  
茂 
さ
ん
（
が
ん
こ

し 

が 

し
げ
る

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
㈱
代
表
取
締
役

社
長
、
福
知
山
市
出
身
）

②
と
き
／　

月　

日（
土
）

１２

１２

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

テ
ー
マ

　

野
球
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と

講
師
／ 
小  
林  
敬  
一  
良 
さ
ん
（
京
都

こ 
ば
や
し 
け
い 
い
ち 
ろ
う

創
成
大
学
助
教
、
同
大
学
硬
式
野

球
部
監
督
）

と
こ
ろ
／
い
ず
れ
も
京
都
創
成
大

学
４
号
館
（
西
小
谷
ケ
丘
）

定
員
／
各
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
い
ず
れ
も
講
座
の
前

日
ま
で
に
、
京
都
創
成
大
学
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
創
成
市
民
大
学

係
（
℡　

‐
７
１
０
０
）
ま
で
。

２４

　

ち
ょ
っ
と
高
め
の
血
糖
値
や
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン 
Ａ  
１  
ｃ 
（
Ｈ
ｂ
Ａ
１

エ
イ 
ワ
ン 
シ
ー

ｃ
）。
放
っ
て
お
く
と
、
い
つ
か
糖

尿
病
で
治
療
が
必
要
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

血
糖
値
が
高
く
な
る
仕
組
み
や
、

食
事
の
仕
方
、
運
動
の
効
果
を
学

ん
で
、
糖
尿
病
に
な
る
の
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

と
き
／　

月　

日（
火
）・
平
成　

１２

１５

２２

年
１
月　

日（
木
）・
２
月　

日

２８

２３

（
火
）の
午
前
９
時　

分
〜
午
後
０

３０

時　

分
３０

　

平
成　

年
３
月　

日（
木
）午
後

２２

１１

１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ
／
北
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
中
央
）

対
象
者
／
血
糖
値
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
Ａ
１
ｃ
が
高
め
の
市
民
。

※
糖
尿
病
の
治
療
を
受
け
て
い
な

い
人
。

内
容
／
保
健
師
・
栄
養
士
の
講
話
、

調
理
実
習
、
運
動
実
技
。

定
員
／　

人
（
先
着
順
）

２０

申
込
方
法
／
電
話
で
北
部
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
２
６
２
０
）

56

ま
で
。

第889号 
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リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

月
の
体
験
教
室

１２１２月のリサイクルプラザ体験教室

受講料募集
人数教　室　名開催日

無料６人布教室　布ぞうりスリッ
パを作ろう (大人用 ) ３日（木）

無料６人
布教室　布パフリースを
作ろう

 ６日（日）
１００円６人

（中学生以上）
ガラス教室　トンボ玉の
ストラップを作ろう

無料１０人布教室　布ぞうりを作ろ
う (大人用 )１１日（金）

無料１０人ＰＰバンド教室　PPバン
ドでカゴを作ろう１４日（月）

無料６人
牛乳パック教室　座いす
(大 ) を作ろう１７日（木）

無料６人
ガラス教室　板ガラスに
彫刻をしてウエルカム
ボードを作ろう２０日（日）

無料３人
裂き織り教室　眼鏡ケー
スを作ろう

１００円６人布教室　布帽子を作ろう２４日（木）

　

月
の
植
物
観
察
会

１２

無料

大
学
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

市
民
公
開
講
座

無料

チ
ョ
イ
高
！
血
糖
値

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
教
室

無料

別冊「人権週間特集号」を 綴 じ込んでいます
と



H21（2009）．11．15　広報ふくちやま 2

　

中
国
の
家
庭
料
理
を
作
り
な
が

ら
、
中
国
の
伝
統
や
文
化
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／　

月　

日（
日
）

１２

１３

　
　
　

午
前　

時
〜

１０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館
２
階
調
理
室

（
内
記
三
丁
目
）

講
師
／
京
都
創
成
大
学
に
通
学
す

る
中
国
か
ら
の
留
学
生

参
加
費
／
８
０
０
円
（
予
定
）

献
立
／
も
ち
米
シ
ュ
ー
マ
イ
・
大

根
ス
ー
プ
・ 
抜
絲
林
檎 

バ
ー
ス
ー
ピ
ン
グ
オ

定
員
／　

人
（
先
着
順
）

２０

申
込
方
法
／　

月
８
日（
火
）ま
で

１２

に
、
氏
名
、
連
絡
先
を
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
生
涯
学
習
課

（
℡　

‐
７
０
６
４　
　
　

‐
４

２４

２４

８
８
０
）
ま
で
。

募
集
期
間
／
随
時

活
動
内
容

　

お
住
ま
い
の
自
治
会
や
自
治
会

以
外
の
所
で
、
１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
障
害
を
お
持
ち
の
人
の
ご

み
の
分
別
や
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
の
運
搬
の
補
助
。

　

ま
た
、
ご
み
分
別
に
関
す
る
啓

発
活
動
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
活

動
な
ど
。

登
録
／
１
日
程
度
の
講
習
を
受
講

後
、
腕
章
・
認
定
証
な
ど
を
交
付

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録

を
し
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

ま
す
。

応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
郵
送
ま
た
は

直
接
、
環
境
政
策
室
（
℡　

‐
１

２２

８
２
７　

〒
６
２
０
‐
０
９
１
３

字
牧
神
谷
２
８
５
）
ま
で
。

※
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

団
体
の
場
合
は
、全
員
の
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

販
売
す
る
展
示
品
・
価
格

▼
家
具
類　

点
１２

　

２
５
０
円
〜
３
７
０
０
円

▼
自
転
車
５
台（
大
人
用
）

　

１
７
０
０
円
〜
３
２
０
０
円

※
防
犯
登
録
料
を
含
み
ま
す
。

展
示
場
所

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
環
境
パ
ー
ク
内
）

申
込
資
格

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

※
中
学
生
以
下
は
、保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。

申
込
受
付

　
　

月
１
日（
火
）〜　

日（
月
）

１２

２８

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
正
午
〜
午
後
１
時
、土
曜
日
、第

２
・
４
日
曜
日
は
除
く
。

購
入
者
の
決
定

　

平
成　

年
１
月　

日（
日
）

２２

１０

　

午
前　

時
〜

１０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、抽
選
。

■
環
境
政
策
室
環
境
保
全
係

（
℡　

‐
１
８
２
７
）

２２

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
、

講
演
会
と
個
別
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

講
演　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
認
知
症
を
理
解
し
て

　
　

地
域
で
支
え
よ
う
」

　

講
師
自
身
の
介
護
体
験
談
を
交

え
た
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
な

ど
。

と
き
／　

月
９
日（
水
）

１２

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

と
こ
ろ
／
市
民
会
館
４
階
ホ
ー
ル

（
内
記
三
丁
目
）

参
加
料
／
無
料

講
師
／ 
荒  
牧  
敦  
子 
さ
ん
（
認
知
症

あ
ら 
ま
き 
あ
つ 
こ

の
人
と
家
族
の
会
京
都
府
支
部
代

表
）

個
別
相
談
会（
要
予
約
）　　
　
　

　

実
際
に
認
知
症
の
人
の
お
世
話

を
し
て
い
る
介
護
者
を
対
象
に
、

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
の

相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談
会
。

と
き
／　

月　

日
（
火
）
午
後

１２

２２

※
相
談
時
間
は
、
個
別
に
連
絡
し

ま
す
。

と
こ
ろ
／
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
北
本
町
二
区
）

相
談
料
／
無
料

申
込
方
法
／　

月　

日（
火
）ま
で

１２

１５

に
電
話
で
、
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
高
齢
者
福
祉
課
内　

℡

　

‐
７
０
７
３
）
ま
で
。

２４

　

京
都
弁
護
士
会
で
は
、
北
部
５

市
２
町
で
無
料
法
律
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
市
内
で
は
４
カ
所
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、　

月　

日（
金
）ま
で
に

１２

１１

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
／　

月　

日（
土
）

１２

１２

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

　

市
民
会
館　

号
室

３４

（
内
記
三
丁
目
）

　

三
和
支
所
（
千
束
）

　

夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
夜
久
野
町
下
町
）

　

大
江
支
所
（
中
央
）

※
相
談
時
間
は
、
１
組　

分
。

３０

※
そ
れ
ぞ
れ
６
組
ま
で
。

出
張
相
談

　

高
齢
や
障
害
の
た
め
、
相
談
所

に
行
く
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
希

望
の
場
所
で
相
談
を
受
け
ま
す
。

　

月
８
日（
火
）ま
で
に
予
約
を
し

１２て
く
だ
さ
い
。

※
北
部
全
体
で
５
件
程
度

申
込
先
・
方
法
／
い
ず
れ
も
電
話

で
丹
後
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー（
℡
０

７
７
２
‐　

‐
３
０
８
０
）ま
で
。

６８

ホームページ　http://www.city.fukuchiyama.kyoto.jp/

国
際
理
解
教
室

　

料
理
教
室
参
加
者

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

修
理
再
生
品
販
売

認
知
症
講
演
会
と

相
談
会
開
催

北
部
一
斉
の

無
料
法
律
相
談

ご
み
分
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
リ
ー
ン
ふ
く
ち
や
ま
推
進
員

十
分
な
睡
眠
・
栄
養
を
心
が
け
、
う
が
い
、
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
、

感
染
予
防
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。　　

■
健
康
危
機
管
理
対
策
本
部
（
健
康
推
進
課
内　

℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
警
報
発
令
中

注
意 
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昭
和
小
1
年
 

迫
沼
龍
之
介
 

さ
こ
ぬ
ま
 
り
ゅ
う  

の  

す
け 

庵
我
小
6
年
 

高
橋
　
夏
輝
 

た
か  

は
し 

な
つ
　
き 

下
六
人
部
小
5
年
 

山
下
　
啓
太
 

や
ま 

し
た 

け
い   

た 

細
見
小
4
年
 

垣
谷
　
柚
衣
 

か
き 

た
に 

ゆ
　  

い 

有
仁
小
2
年
 

高
橋
　
怜
央
 

た
か 

は
し 

れ
　 

お 

修
斉
小
P
T
A

大
槻
佐
由
里
 

お
お 

つ
き 

さ
　
ゆ
　
り 
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今
年
の
春
か
ら
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
、　

月
上
旬
に
は
本

１１

市
に
お
い
て
も
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

警
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

で
最
初
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患

者
が
出
た
と
き
は
保
健
所
の
会
見
や

知
事
の
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
る
な
ど

大
々
的
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
人
々

は
感
染
予
防
の
た
め
に
マ
ス
ク
を
求

め
て
薬
局
な
ど
に
列
を
つ
く
り
、
マ

ス
ク
が
店
頭
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
特
に
感
染
が
確
認
さ

れ
た
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

多
く
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者

が
出
た
高
校
で
は
、
抗
議
の
電
話
が

殺
到
し
た
り
制
服
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
拒
否
さ
れ
た
り
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
病
気
へ

の
無
理
解
と
病
気
に
対
す
る
正
し
い

知
識
が
な
い
た
め
に
起
こ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
重
大
な
人

権
侵
害
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど
の
感

染
者
が
い
わ
れ
の
な
い
差
別
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染

力
が
弱
く
早
期
に
発
見
し
、
正
し
い

治
療
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
障
害

を
残
す
こ
と
な
く
完
治
し
ま
す
。
し

か
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
を
療
養
所

に
入
所
さ
せ
社
会
か
ら
隔
離
さ
せ
る

政
策
を
と
っ
た
こ
と
か
ら
ハ
ン
セ
ン

病
は
感
染
力
が
強
い
と
い
う
間
違
っ

た
考
え
を
人
々
に
う
え
つ
け
る
こ
と

に
な
り
、
偏
見
を
強
く
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
に
対
し

て
の
正
し
い
知
識
と
理
解
が
な
い
た

め
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や
家
族
の
み

な
さ
ん
は
差
別
や
偏
見
を
受
け
ま
し

た
。
ま
た
、
い
ま
だ
に
厳
し
い
差
別

が
残
っ
て
い
る
た
め
、
療
養
所
の
外

で
暮
ら
す
こ
と
を
不
安
に
思
い
退
所

で
き
な
い
人
や
、
差
別
や
偏
見
に
苦

し
ん
だ
家
族
が
受
け
入
れ
を
拒
む
た

め
故
郷
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

も
い
ま
す
。
こ
の
ハ
ン
セ
ン
病
で
の

反
省
が
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
め
ぐ
る
騒
動
に
生
か
さ
れ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

病
気
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
特

定
の
人
や
団
体
を
排
除
す
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
は
問
題
を
正
し

く
理
解
し
て
い
な
い
た
め
偏
見
や
過

剰
反
応
を
生
み
、
そ
れ
を
避
け
た
り

排
除
し
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、「
世
間
」
の
目
を

気
に
し
て
正
し
い
判
断
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
世
間
」
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
中
に
あ

る
偏
見
を
「
世
間
」
と
置
き
換
え
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ま
ず
は
無
関
心
で
は
な
く
知
ろ
う

と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
理
解
す

る
こ
と
が
差
別
や
偏
見
を
な
く
す
第

一
歩
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■
人
権
推
進
室
人
権
推
進
係

　

℡　

‐
７
０
２
２

２４

１１月１２日～２５日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。
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★
「
介
護
」
と
「
虐
待
」

　

高
齢
者
の
介
護
は
考
え
る
以
上
に
負
担

が
大
き
い
も
の
で
す
。「
介
護
者
の
心
身
の

疲
労
」
な
ど
か
ら
虐
待
が
始
ま
っ
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

介
護
者
は
「
介
護
」
や
「
い
た
わ
り
」
と

思
っ
て
い
て
も
、
高
齢
者
は
「
い
じ
め
」

や
「
ひ
ど
い
こ
と
」
と
感
じ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
な
ど
、
虐
待
に
対
す
る
自
覚
が

な
い
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。
虐
待
し
て

い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
て
も
自
分
で
は

歯
止
め
が
き
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
介
護
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と

も
多
い
の
で
、
１
人
で
「
介
護
」
を
抱
え

込
ま
ず
、
周
囲
の
人
が
介
護
者
の
負
担
を

知
り
協
力
す
る
こ
と
や
公
的
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

★
「
認
知
症
」
と
「
虐
待
」

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
う
ち
半

数
以
上
が
認
知
症
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
が
な
い
た

め
虐
待
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
や
対
処

法
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

★
こ
ん
な
こ
と
が
「
高
齢
者
虐
待
」
で
す

　

高
齢
者
虐
待
と
は
、
高
齢
者
（　

歳
以

６５

上
）を
世
話
す
る
家
族
・
親
族
、同
居
人（
養

護
者
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
虐
待
と
養
護

施
設
従
事
者
な
ど
に
よ
る
虐
待
を
い
い
、

５
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

心
理
的
虐
待

　

言
動
や
威
圧
的
な
態
度
で
脅
し
や
屈
辱

を
与
え
た
り
、
無
視
す
る
な
ど
精
神
的
な

苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

介
護
・
世
話
の
放
任
・
放
棄

　

食
事
や
水
分
の
提
供
な
ど
身
の
回
り
の

世
話
の
放
任
・
放
棄
、
劣
悪
な
住
環
境
に

放
置
し
生
活
さ
せ
る
な
ど
高
齢
者
の
養
護

を
著
し
く
怠
る
こ
と
。

身
体
的
虐
待

　

殴
る
・
け
る
な
ど
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、

ま
た
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴
力
を
加

え
る
こ
と
。
外
部
と
の
接
触
を
意
図
的
、

継
続
的
に
遮
断
す
る
こ
と
。

経
済
的
虐
待

　

財
産
や
お
金
を
本
人
の
合
意
な
し
に
使

用
し
た
り
、
日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を

渡
さ
な
い
、
ま
た
、
財
産
を
不
当
に
処
分

し
た
り
、
利
益
を
得
る
こ
と
。

性
的
虐
待

　

本
人
の
い
や
が
る
性
的
な
行
為
を
す
る

こ
と
、
ま
た
は
さ
せ
る
こ
と
。

★
虐
待
が
起
き
な
い
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　

だ
れ
も
が
い
ず
れ
は
高
齢
者
に
な
り
、

高
齢
者
の
虐
待
に
直
面
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

見
守
り
、
気
づ
き
、
助
け
合
い
、
み
ん

な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
高
齢
者
を
発
見
し
た
場

合
、
速
や
か
に
市
町
村
へ
通
報
す
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
同
時
に
通
報
を
受
け
た
側

に
も
、
通
報
者
や
寄
せ
ら
れ
た
情
報
に
つ

い
て「
守
秘
義
務
」が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

み 
ん 
な 
で 
考 
え 
よ 
う 

高
齢
者
虐
待

高
齢
者
虐
待 
高
齢
者
虐
待

高
齢
者
虐
待 
高
齢
者
虐
待 

お
か
し
い
な
？
と
思
っ
た
ら 

た
め
ら
わ
ず
に
通
報
を
！ 

お
か
し
い
な
？
と
思
っ
た
ら 

た
め
ら
わ
ず
に
通
報
を
！ 

あいさつ あいさつ あいさつ 
地域からの孤立を防ぎましょう 

見守り 見守り 見守り 
新聞が何日もたまっている、 
夜になっても部屋の灯りが 
つかないなど、日常の変化 
に気をつけましょう 

　

平
成　

年
4
月
1
日
に
、「
高
齢
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に

１８

対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
高
齢
者
虐
待
防
止
法
）」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
で
は
年
々
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
高
齢
者
虐
待
」
の
早
期
対

応
発
見
と
養
護
す
る
家
族
へ
の
支
援
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉
課　

℡　

‐
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身近な相談窓口

中央包括支援センター（市役所内）
℡ 24‐7073

東部包括支援センター（三和支所内）
℡ 58‐3010

西部包括支援センター（夜久野支所内）
℡ 37‐1108

北部包括支援センター（大江支所内）
℡ 56‐1106
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年
間
２
回
の
募
集
期
間
を
設
け
、
そ
の

都
度
「
人
権
学
習
会
」
を
開
催
し
、
支
援

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
学
習
会
」
で
は
、
奨
学
生
の
み
な

さ
ん
が
、
人
権
に
関
心
を
持
ち
だ
れ
も
が

幸
せ
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
づ
く

り
に
か
か
わ
っ
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
８
月　

日
に
実
施
し
た
人
権

２８

学
習
会
の
内
容
と
参
加
者
の
感
想
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

 
人 
権 
学 
習 
会 

　

八
尾
市
立 
曙  
川 
中
学
校
教
諭
の 
土  
田  
光 

あ
け 
が
わ 

つ
ち 

だ 

み
つ

 
子 
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
同
和
教
育

こを
テ
ー
マ
に
市
民
会
館
で
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
「
同
和
教
育
と
は
、
同
和
問

題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
け
を
目

的
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
和

問
題
を
学
ぶ
中
で
、
自
分
を
見
つ
め
な
お

し
、
自
分
と
い
う
か
け
が
え
の
な
い
存
在

を
自
覚
し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
１
人
ひ

と
り
が
自
分
の
未
来
を
展
望
し
、
将
来
の

夢
を
実
現
す
る
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
な

い
力
を
つ
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
同
和
教
育

な
の
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
互
い
の
喜
び
、
悩
み
、
苦
し
み
を
語

り
合
い
、
共
感
し
合
え
る
仲
間
を
作
る
こ

と
の
大
切
さ
、
そ
し
て「
つ
な
が
り
」を
持

つ
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
熱
く
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
奨
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
差

別
の
実
態
を
学
び
、
差
別
を
許
さ
ず
な
く

し
て
い
き
、
す
べ
て
の
人
が
あ
り
の
ま
ま

に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
大
切
さ

を
学
習
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
各
種
公
的
な
奨
学
金
を
受
け
て
勉
学
に
励
ん
で
い
る
高
校
生
や
大
学
生
・

専
門
学
校
生
な
ど
を
対
象
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
早
期
解
決
を
担
う
人
材
育
成
の
た

め
、
学
習
資
料
代
な
ど
の
一
部
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
「
支
援
金
」
を
支
給
す
る
「
奨
学

生
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
■
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係　

℡　

‐
７
０
４
０
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奨
学
生

奨
学
生
を
支
援
し

支
援
し
ま
す 
奨
学
生
を
支
援
し
ま
す 

人権学習会のようす

・自分の身近にないことで難しい問題もあったが、私自身も他人とかかわっていく中で、
嫌なことがあったりして落ち込むことがたくさんあった。しかしながら、もう一度今
の現状を見直したいと思った。（高校生） 

・今までに何度も人権について聞いてきたが、それは他人事だという考えが強かったけ
ど、今回はすごく心に残った。（高校生） 

・今まで考えていた差別をなくそうという自分なりの考えが何もわかっておらず、言葉
だけだったと知りました。今日のことをもっと何度も考えてみます。（大学生） 

・感動した。同和問題についてそんなに深く学んだことがなかったので、実際にあった
ことが聞けていろいろ考えさせられる講演だった。（専門学校生） 

・同和教育は部落差別をなくすためにしているのだと思っていたけど、そうではなくて
部落差別を勉強することで自分を見つめなおすんだということが分かった。（大学生） 

・土田先生　熱かったです。事実を認識して自分のことを素直に語れるようになる、そ
のまま大人になって自信を持って生きてほしいです。（保護者） 
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今
年
は
、「
点
字
の
父
」
と
い
わ
れ
る
ル

イ
・
ブ
ラ
イ
ユ
（
フ
ラ
ン
ス：

１
８
０
９

〜
１
８
５
２
）
の
生
誕
２
０
０
年
、
そ
れ

を
「
日
本
点
字
」
に
作
り
直
し
た 
石  
川  
倉 

い
し 
か
わ 
く
ら

 
治 
（
１
８
５
９
〜
１
９
４
４
）
の
生
誕
１

じ５
０
年
で
す
。
視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
た

ち
は
点
字
に
よ
り
見
え
る
世
界
と
つ
な
が

り
、
新
し
い
知
識
や
感
動
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。　　
　

　

福
知
山
市
に
は
約
２
５
０
人
の
視
覚
に

障
害
の
あ
る
人
が
お
ら
れ
、
こ
の
う
ち
約

１
９
０
人
は
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

と
い
う
重
度
障
害
の
人
で
す
が　

歳
未
満

１８

の
人
は
極
め
て
少
数
で
す
。
つ
ま
り
多
く

の
人
は
中
途
で
視
覚
障
害
が
生
じ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
全
国
に
約　

万
人
お
ら
れ

３１

る
視
覚
障
害
の
人
の
う
ち
点
字
を
理
解
で

き
る
の
は
１
割
程
度
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
つ
き
全
盲
の
人
と
比
べ
中
途
で
障

害
が
生
じ
る
場
合
は
年
齢
や
病
気
の
影
響

か
ら
、
指
先
が
敏
感
で
な
い
こ
と
も
点
字

の
理
解
者
が
少
な
い
一
因
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。　

　

通
常
、
人
間
は
情
報
の
８
〜
９
割
を
視

覚
か
ら
得
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

病
気
や
事
故
な
ど
で
人
生
の
中
途
で
失
明

さ
れ
る
場
合
、
見
え
な
い
こ
と
か
ら
の
恐

怖
感
や
孤
独
感
な
ど
が
大
き
く
な
り
、
失

明
と
い
う
事
実
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
大

変
な
困
難
が
あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
自
殺
を
考
え
た
り
精
神
を
病
む
こ
と
も

あ
り
ま
す
。ま
た
、中
途
障
害
の
人
に
と
っ

て
点
字
の
習
得
は
容
易
で
は
な
い
よ
う
で

す
。
障
害
の
あ
る
人
に
努
力
を
押
し
付
け

て
訓
練
に
よ
り
社
会
に
適
応
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
る

方
法
を
支
援
す
る
こ
と
で
生
活
の
質
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

今
日
、
Ｉ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
技
術
の

進
歩
と
そ
の
技
術
を
活
用
し
て
障
害
の
あ

る
人
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
事
業
者
の
努

力
に
よ
り
、
音
声
で
読
み
上
げ
る
機
能
付

き
の
パ
ソ
コ
ン
の
登
場
な
ど
生
活
の
質
の

向
上
や
就
労
の
場
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

音声読み上げ機能付きパソコンで会議
資料を作成（ 田  村  敏  明 さん　福知山在住）

た むら とし あき

　

ま
た
、
京
都
市
に
は
中
途
で
視
覚
障
害

に
な
ら
れ
た
人
の
自
立
と
社
会
復
帰
を
支

援
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設
で

は
、
同
じ
障
害
の
人
た
ち
と
共
に
暮
ら
し

点
字
や 
白
杖 
で
の
歩
行
訓
練
な
ど
を
し
て

は
く
じ
ょ
う

い
く
中
で
、
障
害
に
向
き
合
え
る
よ
う
に

な
り
「
生
き
る
自
信
」
を
取
り
戻
す
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。　

　

本
市
で
は
、
視
覚

障
害
の
人
を
支
援
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
す
る
た
め
、
点

字
と
朗
読
の
奉
仕
員

養
成
講
座
を
実
施
し
、

講
座
を
修
了
し
た
み

な
さ
ん
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

今
年
は
点
字
の
父
ブ
ラ
イ
ユ
生
誕
2
0
0
年

し あ わ せ を い き る 

　シャンプーの容器の側面には、はしごのように並んだ突起の線があり
ます。最初にこのデザインを開発したメーカーは、「せめて、入浴時の
シャンプーくらい一人で間違えずに使いたい」との視覚に障害のある利
用者の願いに応えました。それは「５万件分の１０件」というとても小さ
な消費者の願いでした。試行錯誤を繰り返し、実際に使用してもらい、
改良を重ね現在の形状を決定しました。その後、そのメーカーでは自社
製品だけでなく、業界全体として統一的に取り組むことを実現しました。
この開発から２０年近くが経過する間に外国でも採用され、ビールやチュ
ーハイの缶（お酒と表示されています）やラップなどにも広がっています。 

■社会福祉課社会福祉係　℡ 24‐7017

点字は縦３点、横２点の 
６つの点の組み合わせで 
できています。読むとき 
は左から右へ指先で読み 
ます。 



H21（2009）．11．15　人権週間特集号 6特

〜
正
し
い
知
識
・
気
配
り
が
必
要
で
す
〜

子
ど
も
の
場
合

・
不
自
然
な
あ
ざ
や
傷
が
あ
る
。

・
衣
類
や
身
体
が
汚
れ
、
身
の
回
り
を

構
っ
て
も
ら
っ
て
い
な
い
。

・
表
情
が
乏
し
い
。
オ
ド
オ
ド
し
て
い
る
。

落
ち
着
き
が
な
い
。

・
親
を
避
け
て
い
る
。
１
人
で
遊
ん
で
い

る
。

・
園
や
学
校
に
行
か
な
い
。
行
く
の
を
嫌

が
る
。

親
の
場
合

・
子
ど
も
を
よ
く
し
か
っ
て
い
る
。
夫
婦

げ
ん
か
も
よ
く
し
て
い
る
。

・
近
所
や
地
域
の
人
を
避
け
孤
立
し
て
い

る
。

・
子
ど
も
の
話
を
し
な
い
。
嫌
が
る
。
子

ど
も
の
悪
口
や
非
難
を
す
る
。

・
表
情
が
乏
し
く
、
笑
顔
も
な
い
。

・
子
ど
も
を
置
い
て
、 
頻  
繁 
に
外
出
す
る
。

ひ
ん 
ぱ
ん

＊
こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

「
子
育
て
が
不
安
」
「
言
う
こ
と
を
聞

か
ず
ま
た
し
か
っ
て
し
ま
っ
た
」
「
忙
し

い
と
き
に
ま
と
わ
り
つ
か
な
い
で
」
子
ど

も
は
泣
く
の
が
当
た
り
前
。
我
慢
で
き
な

い
も
の
。
ど
の
子
も
み
ん
な
同
じ
で
す
。

子
育
て
は
あ
せ
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
人
で
悩
ま
ず
だ
れ
か
に
話
し
ま
し
ょ
う
。

＊
子
ど
も
の
気
持
ち
を
想
像
し
ま
し
ょ
う

　

子
ど
も
は
「
認
め
て
ほ
し
い
」
「
怒
ら

な
い
で
、
た
た
か
な
い
で
」
「
待
っ
て
ほ

し
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
親
と
し
て
子

ど
も
の
気
持
ち
を
く
み
取
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
の
は
あ
な
た
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
を
責
め
た
り
、

悩
ん
だ
り
せ
ず
、
話
し
た
り
、
相
談
す
る

こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　

以
前
の
子
ど
も
は
大
家
族
や
地
域
の
中

で
、
親
だ
け
で
な
く
た
く
さ
ん
の
大
人
に

早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト 

見
守
ら
れ
て
育
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
は
子
育
て
世
代
の
交
代
と
と
も
に
、
都

市
化
、
核
家
族
化
、
少
子
化
が
進
み
子
育

て
に
周
囲
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
ず
、
孤

立
し
て
い
る
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
な
ど
の
声
か
け
や
、
話
し
相

手
に
な
る
な
ど
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
支
援

の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室

　

℡　

‐
７
０
６
６

２４

地
域
で
子
育
て
を
応
援
し
ま
し
ょ
う 

〜
み
な
さ
ん
の
理
解
、協
力
が
必
要
不
可
欠
で
す
〜 

子
育
て
の
ヒ
ン
ト 

身近な相談窓口（気軽に相談してください。秘密は厳守されます。） 

◆子育て支援課（家庭児童相談室）　　　℡ 24-7066 
◆学校教育課（教育相談室）　　　　　　℡ 24-3749 
◆健康推進室（中央保健福祉センター）　℡ 23-2788 
　　　　　　（東部保健福祉センター）　℡ 58-2090 
　　　　　　（西部保健福祉センター）　℡ 37-1234 
　　　　　　（北部保健福祉センター）　℡ 56-2620 
◆福知山児童相談所　　　　　　　　　　℡ 22-3623 
◆中丹西保健所　　　　　　　　　　　　℡ 22-6381

11
月 

は
 

で
す
。 

『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』 

子
ど
も
は
未
来
を
担
う
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
宝
で
す
。
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
へ
の
一
番
の
人
権
侵
害
で
す
。
皆
さ
ん
の
手
で
子
ど
も
の
人
権
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

本
市
で
は
、
平
成　

年
５
月
に
「
福
知
山
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」
を

２０

設
立
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
虐
待
に
限
ら
ず
い
じ
め
や
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
、

障
害
な
ど
で
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
（
要
保
護
児
童
）
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
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身
元
調
査
と
は
、
結
婚
や
就
職
の
と

き
に
、
興
信
所
な
ど
の
調
査
業
者
に
依

頼
し
た
り
、
知
人
や
近
所
の
人
な
ど
へ

聞
き
合
わ
せ
て
、
本
人
の
知
ら
な
い
と

こ
ろ
で
、
個
人
に
関
す
る
情
報
を
調
べ

る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

身
元
調
査
は
、
国
籍
や
社
会
的
身
分
、

家
柄
、
職
業
、
出
身
地
、
宗
教
、
信
条

な
ど
を
理
由
に
人
を
避
け
、
排
除
す
る

目
的
で
行
な
う
差
別
行
為
で
す
。

　

戸
籍
法
や
住
民
基
本
台
帳
法
で
は
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
・
税
理
士
・
社
会
保
険
労
務
士
・
行

政
書
士
・
弁
理
士
・
海
事
代
理
士
の
８

業
士
に
戸
籍
謄
本
な
ど
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
職
務
上
必
要
な
場
合
に
は
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
権
限
を
悪
用
し
て
戸

籍
謄
本
な
ど
を
不
正
取
得
し
、
結
婚
差

別
や
債
権
に
絡
む
身
元
調
査
が
行
な
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

本
市
で
は
、
平
成　

年
５
月
１
日
に

２１

「
戸
籍
謄
本
等
の
不
正
取
得
に
か
か
る

被
害
者
本
人
告
知
要
領
」
を
制
定
し
、

不
正
な
戸
籍
謄
本
な
ど
の
交
付
が
判
明

し
た
と
き
に
、
戸
籍
の
場
合
は
筆
頭
者
、

住
民
票
の
場
合
は
該
当
者
に
告
知
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
不
正
取
得

し
た
事
業
者
に
は
、
戸
籍
謄
本
な
ど
の

返
還
と
、
目
的
や
使
用
方
法
の
報
告
を

求
め
る
と
共
に
被
害
者
に
告
知
す
る
こ

と
を
明
記
し
た
文
書
を
送
付
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

戸
籍
謄
本
な
ど
の
不
正
取
得
は
身
元

調
査
に
使
わ
れ
、
基
本
的
人
権
の
侵
害

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

身
元
調
査
を
な
く
す
た
め
に
は
、
戸

籍
な
ど
の
不
正
取
得
を
許
さ
な
い
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
み

な
さ
ん
１
人
ひ
と
り
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
学
習
の
機
会
を
と
お
し
て
「
身
元

調
査
お
断
り
運
動
」
の
理
解
を
深
め
、

身
元
調
査
を
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

見
逃
さ
な
い
」
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
市
で
は
、
福
知
山
市
社
会
人
権
教

育
推
進
委
員
会
・
福
知
山
市
企
業
人
権

教
育
推
進
協
議
会
と
と
も
に
、「
身
元
調

査
お
断
り
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
右
下
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
各
家
庭
に
表
示
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
ス
テ
ッ
カ
ー
は
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。（
１
枚　

円
）

２０

■
生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係

　

℡　

‐
７
０
６
５

２４

身
元
調
査

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

見
逃
さ
な
い

身
元
調
査
と
は

戸
籍
な
ど
の
不
正
取
得
は
さ
せ
ま
せ
ん

※
本
人
告
知
要
領
を
制
定

「
身
元
調
査
お
断
り
運
動
」
を

進
め
ま
し
ょ
う 
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長
崎
平
和
学
習
の
旅 

　
本
市
の
高
校
生
が
、
８
月
８
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
３
日
間
、
被

爆
地
長
崎
で
の
平
和
学
習
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は

「
恒
久
平
和
の
ま
ち
福
知
山
」
を
多
く
の
人
に
啓
発
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。
次
代
を
担
う
若
者

が
被
爆
地
長
崎
で
の
平
和
学
習
を
と
お
し
て
平
和
と
人
権
の
尊
さ

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
長
崎
で
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
学
習
成
果
を

ま
と
め
、
そ
の
決
意
を
平
和
宣
言
文
に
し
ま
し
た
。 

■
人
権
推
進
室
人
権
推
進
係
　
℡
２４
‐
７
０
２
２ 

　全国各地から小中高校生が集まり平和について考
えました。わたしたちのグループはけんかをなくす
ためにはどうすればいいか考えました。さまざまな
意見を聞くことができました。 

　原爆記念館にある、ふりそでの少女像が綾部市と
関連があることをこの旅で知り、帰福後、綾部へ学
習に行きました。 

　長崎市内を歩きながら原爆の脅威や平
和の大切さを学びました。写真は、如己堂。
自らも被爆し、重傷を負いながら献身的に
被爆者の救護にあたった永井隆博士が生
前住んでいた家です。 

　8月27日に実施した、「人にいちばん近
いまちづくり人権講演会」で、市民のみな
さんに学習の成果を報告しました。 

私たち福知山市平和大使は、 
これからも長崎で学んだことを生かし 
自分たちの言葉で平和について 

伝えていきます。 

平
和
の
た
め
に 
平
和
の
た
め
に 

―
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
― 

―
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
― 

― 平 和 宣 言 文 ―  
テーマ 

まとめ 

広めよう長崎から ～平和という未来を～ 

一  お互いの心を通じ合わす 
二  だれでもコミュニケーションをとりながらお互いを尊重し合う 
三  自分の意見を押しつけない 
四  人の信用を失う事はしない 
五  人に優しく　自分に厳しく 
六  人の夢をバカにしない 
七  嘘をつかない 
八  けんかをしない 
九  差別は絶対しない 
十  隣人愛 
 
 
身近な差別という名のものを自らなくします 
 
福知山市平和大使 

西垣 克哉・小森 久頌・大石 直輝・市田 和沙 
にし がき かつ や こ もり ひさ つぐ おお いし なお き いち だ かず さ 

参加型平和学習 

ふりそでの少女像 

フィールドワーク 

人権講演会での報告 

なが 

にょ こ どう 

い たかし 
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市
で
は
今
年
も
、　

月
か
ら
積

１２

雪
状
況
に
応
じ
て
、
市
道
の
除
雪

を
行
い
ま
す
。

　

午
前
５
時
か
ら
除
雪
を
始
め
る

予
定
で
す
が
、
積
雪
の
状
況
に
よ

り
、
か
な
り
時
間
が
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

除
雪
に
あ
た
り
、
次
の
こ
と
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

▼
道
路
上
や
、
自
動
車
の
す
れ
違

い
の
た
め
の
待
避
所
に
駐
車
し
た

り
、
物
を
置
い
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
除
雪
、
積
雪
に
よ
り
、
道
路
上

に
は
み
出
す
恐
れ
の
あ
る
木
や
竹

な
ど
は
、
危
険
で
す
の
で
伐
採
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
し
た
後
の
道
路
上
に
、
屋

根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
や
、
家
の
周

り
の
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

凍
結
防
止
剤
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

幹
線
市
道
の
橋
・
急
な
坂
道
・

日
陰
な
ど
凍
結
し
や
す
い
場
所
に
、

凍
結
防
止
剤
を
配
置
し
ま
す
。
１

袋
で
、
約　

平
方
㍍
に
効
果
が
あ

６０

り
ま
す
。
凍
結
時
に
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。

■
土
木
課
管
理
係

（
℡　

‐
７
０
５
４
）

２４

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
寒
く
な
る

こ
の
時
期
、特
に
気
を
つ
け
た
い

心
臓
病
予
防
に
つ
い
て
の
最
新
情

報
な
ど
を
提
供
す
る
健
康
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

と
き
／　

月
１
日（
火
）

１２

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

※
受
け
付
け
は
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ
／
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
北
本
町
二
区
）

講
演
テ
ー
マ
／「
冬
場
に
注
意
！

心
臓
病
」

講
師
／
福
知
山
医
師
会　
 
松  
山 

ま
つ 
や
ま

 
徹 
さ
ん（
循
環
器
科
医
師
）　

と
お
る

費
用
／
無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
、数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
。で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ

せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
健
康
推
進
室
成
人
保
健
係

（
℡　

‐
２
７
８
８
）

２３

　

宝
く
じ
の
収
益
金
を
財
源
と
す

る
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

「
平
成　

年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

21

助
成
事
業
」
の
助
成
を
受
け
、　
10

月　

日（
日
）に
防
災
啓
発
事
業

18
「
台
風　

号
の
記
憶
」
を
市
民
会

23

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
み
な
さ

ん
の
日
常
生
活
に
役
立
つ
よ
う
広

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
総
務
部
総
務
課
防
災
係

（
℡　

‐
７
０
３
６
）

２４

 

　

弁
理
士
と
特
許
出
願
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

 

と
き
／　

月　

日（
金
）

12

11

　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

30

30

※
相
談
は
１
人　

分
以
内
。

３０

と
こ
ろ
／
福
知
山
商
工
会
議
所

（
東
中
ノ
町
）

申
込
方
法
／
い
ず
れ
も
電
話
で
、

福
知
山
商
工
会
議
所
（
℡　

‐
２

２２

１
０
８
）ま
で
。

■（
社
）発
明
協
会
京
都
支
部

（
℡
０
７
５
‐
３
１
５
‐
８
６
８
６
）

市役所　TEL　0773(22)6111【代表】　FAX　0773（23）6537【代表】

問い合わせ先対 象と き

■図書館中央館
（℡２２‐３２２５） 

※えほんのへやは、１２月３日
（木）午前１０時～申込受付

幼児～大人午後２時～　　１２日（土）冬のおはなし会スペシャル

１～３歳未満午前１０時１５分～
１７日（木）えほんのへや

４カ月～１歳午前１１時１５分～

■三和分館 （℡５８‐４７１５）

幼児～小学生

午前１０時３０分～１９日（土）
冬のおはなし会
ス ペ シ ャ ル

■大江分館 （℡５６‐１０１７）午前１０時３０分～１９日（土）

■夜久野分館 （℡３７‐１０６６）午後１時３０分～２０日（日）

１２月の図書館おはなし会・えほんのへや　　●申し込み／不要

道
路
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業

「
産
業
財
産
権
相
談
会
」と

「
特
許
な
ど
の
電
子
出
願
相
談
」

医
師
の
健
康
教
室

「
冬
場
に
注
意
！
心
臓
病
」

とき／１２月２０日（日）
　　　午後３時１０分～５時
※開場は午後２時３０分～
ところ／市民会館４階ホール（内記三丁目）
テーマ／「映画から見た社会」
　　　　～井筒監督、大いに語る～
講師／ 井  筒  和  幸 さん

い づつ かず ゆき

　　　（映画監督）
対象／市内在住・在勤・
　　　在学の人
※勤労者に限らずどな
　たでも参加できます。
■生活交通課管理調整係（℡２４ ‐ ７０２０）

入場無料

▲講演会の様子

月
７
日（
月
）／
大
江
町
総
合
会
館（
中
央
）

月
８
日（
火
）／
夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ（
夜
久
野
町
下
町
）

月

日（
金
）／
三
和
支
所（
千
束
）

１２

１２

１２

１１

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時
。申
込
不
要
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
近
畿
税
理
士
会
福
知
山
支
部（
℡　

‐
６
７
６
３
）

２３

税
務
相
談

3
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●おもな相談　※いずれも無料・秘密厳守。特記した相談以外は、事前の申し込みは不要です。

※「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」は
、資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
と
、環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

くらしのカレンダー
��������
��������12 月

℡ ２４‐７０２２○問 人 権推進室市民会館３４・３５・３６号室１０：００～１５：００ ８日（火）人 権 相 談
人　
　
　
　

権

℡ ２４‐７０２２○問 人 権推進室
大江町総合会館

 ９：００～１５：００
１０日（木）

心 配 ご と 相 談 三 和 支 所１５日（火）
夜久野ふれあいプラザ２１日（月）

℡ ２４‐７０２２○問 人 権推進室人 権 相 談 室１３：００～１６：００１０日（木）女 性 相 談 要事前申込／１２月４日（金）までに、電話で人権推進室まで。先着３人。
℡ ２４‐７０２２○問 人 権推進室専用℡２４‐７０８５１３：００～１６：００ ５日（土）男 性 電 話 相 談
℡ ５６‐２６２０○問 北部保健福祉センター北部保健福祉センター

１３：３０～１５：３０
 ８日（火）

成 人 の 健 康 相 談
栄 養 相 談

健　
　
　
　

康

℡ ５８‐２０９０○問 東部保健福祉センター東部保健福祉センター ９日（水）
℡ ３７‐１２３４○問 西部保健福祉センター西部保健福祉センター１５日（火）
℡ ２３‐２７８８○問 中央保健福祉センター中央保健福祉センター ９：３０～１１：００２２日（火）

栄養相談は要事前申込／当日までに、電話で中央保健福祉センターまで。
℡ ５６‐２６２０○問 北部保健福祉センター北部保健福祉センター

 ９：３０～１１：３０
 ９日（水）

親と子の健康相談 ℡ ３７‐１２３４○問 西部保健福祉センター西部保健福祉センター１１日（金）
℡ ５８‐２０９０○問 東部保健福祉センター東部保健福祉センター１７日（木）

要事前申込／当日までに、電話で各保健福祉センターまで。
℡ ２４‐７０１７○問 社 会福祉課総合福祉会館１３：００～１５：００６日（日）・２０日（日）身 体 障 害 者 相 談

福　
　
　
　

祉

℡ ２４‐７０１７○問 社 会福祉課総合福祉会館１３：００～１５：００２４日（木）身体障害者巡回更生相談 要事前申込／１２月２２日（火）までに、電話で社会福祉課まで。
℡ ２４‐７０１７○問 社 会福祉課市民会館２５号室１３：３０～１５：３０ ２日（水）こころの健康相談 要事前申込／１２月１日（火）までに、電話で社会福祉課まで。
℡ ２３‐３５７３○問 社会福祉協議会総合福祉会館

１３：００～１６：００ ４日（金）ふれあい福祉相談 ℡ ５８‐３７１３○問 社会福祉協議会三和支所東部保健福祉センター
℡ ３８‐９０００○問 社会福祉協議会夜久野支所ふれあいの里福祉センター
℡ ５６‐０２２４○問 社会福祉協議会大江支所老人福祉センター舟越会館
℡０７７３‐７８‐１１６５○問 舞鶴社会保険事務所中丹勤労者福祉会館１０：００～１５：００１６日（水）年 金 相 談 要事前申込／電話で舞鶴社会保険事務所総合相談室（予約専用　℡０７７３‐７６‐５７７２）まで。
℡ ２４‐７０６６○問 子育て支援課家庭児童相談室 ８：３０～１６：１５月～金（祝日を除く）家 庭 児 童 相 談
℡ ２４‐３７４９○問 学 校教育課教 育 相 談 室 ９：００～１６：００月～金（祝日を除く）子 ど も 教 育 相 談教

育

℡０７７３‐６２‐２５０６○問 府中丹広域振興局市 民 相 談 室１３：００～１５：００ ２日（水）・１６日（水）消 費 生 活 相 談
く　
　

ら　
　

し

℡ ２４‐７０２０○問 生活交通 課市 民 相 談 室１３：００～１６：００ ９日（水）

℡ ２４‐７０４６○問 農業委員会事務局
各支所・京都農協・
京都丹の国農協の
各 支 店 ほ か

 ９：００～１２：００１０日（木）農 地 ・ 農 政 相 談

℡ ２２‐３９０１○問 府福知山地域総務室府福知山地域総務室 ９：００～１６：００ ９日（水）・２２日（火）交 通 事故巡回相談

℡ ２４‐７０７５○問 商 工振興課市民会館２４号室１０：００～１６：００１７日（木）
就職支援セミナー 市民会館３６号室２４日（木）

要事前申込／前日までに、電話で京都ジョブパーク北部サテライト（℡２２‐３８１５）または商工振興課まで。
℡ ２３‐６７６３○問 近畿税理士会福知山支部市 民 相 談 室１３：００～１６：００１７日（木）税 務 相 談
℡ ５６‐１１０１○問 大 江 支 所大江町総合会館 ９：００～１５：００１０日（木）

行 政 相 談
行　

政　

・　

法　

律

℡ ５８‐３００１○問 三 和 支 所三 和 支 所 ９：００～１２：００１５日（火）
℡ ３７‐１１０１○問 夜 久野支所夜久野ふれあいプラザ２１日（月）
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：００～１６：００１６日（水）
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：３０～１５：３０ ８日（火）公 証 相 談
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：００～１６：００１０日（木）司法書士法律・登記相談
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：００～１６：００１５日（火）測 量 登 記 相 談
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１３：００～１６：００２４日（木）行 政 書 士 相 談
℡ ２４‐７０２７○問 秘 書広報課市 民 相 談 室１２：３０～１６：３０２５日（金）

法 律 相 談 要事前申込／１２月１７日（木）までに、市民相談室に来訪・電話いただくか、郵送（住所・氏名・電話番号・
相談内容を明記）で秘書広報課まで。※市民に限定。申込者多数の場合、抽選で１０人まで。

℡ ２４‐７０２７○問 秘書広報課市 民 相 談 室１５：００～１８：００毎週金曜日多重債務無料法律相談 要事前申込／前日午後４時までに、電話で京都弁護士会（℡０７５‐２３１‐２３７８）まで。各日先着４人。

１０月末現在の人口・世帯数　※（　）は前月比。
★人口  ８２，０３３人（＋３３）　男  ３９，９２５人（＋２１）　女  ４２，１０８人（＋１２）　　★世帯数  ３４，４３８世帯（＋３５）

●休日当番医

毎週火曜日・金曜日 
8：29～8：31

ＫＢＳ京都 
ラジオ 

テレビ 毎週木曜日 17：55～17：58

ふくちやまFMキャッスル 
　8：00～8：05 
17：20～17：25

月～金曜日 

●市政だより

℡ ２４‐７０２７○問 秘書広報課市 民 相 談 室 ９：３０～１１：３０ １日（火）
市長の何でも相談日 要事前申込／１１月２４日（火）８：３０～１７：１５に、電話または直接秘書広報課（℡２４‐７０２７）まで。

申込多数の場合、抽選で６人（組）まで。※初めての人を優先。

広
報
ふ
く
ち
や
ま
は
１
日
号
を
毎
月
第
１
木
曜
日
、　

日
号
を
毎
月
第
３
木
曜
日
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
次
回　

月
１
日
号
は
、　

月
３
日（
木
）に
配
布
し
ま
す
。

１５

１２

１２

「
広
報
ふ
く
ち
や
ま
」に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。■
秘
書
広
報
課
広
報
係（　
　

‐
７
０
０
０　
　
　

‐
７
０
２
３　

Ｅ
メ
ー
ル　h

isyo
@
city.fu

ku
ch
iya
m
a
.kyo
to
.jp

）

ＴＥＬ
２４

ＦＡＸ
２４

３１日
（木）

３０日
（水）

２７日
（日）

２３日
（祝）

２０日
（日）

１３日
（日）

６日
（日）

　９：００～１２：００
１３：３０～１７：３０

休日急患診療所
（北本町二区　℡ ２２‐４１２８）

内 科
小児科
※上記、休日急患診療所開設日の１８：００～２４：００は、当番医がそれぞれの診療所において在宅診
療を行っています。詳細は、休日急患診療所（℡２２‐４１２８）または消防署（℡２２‐０１１９）まで。

３０日
（水）

２７日
（日）

２０日
（日）

６日
（日）　０：００～２４：００福知山市民病院

（厚中問屋町　℡ ２２‐２１０１）外 科
３１日
（木）

２３日
（祝）

１３日
（日）　０：００～２４：００京都ルネス病院

（西 本 町　℡ ２２‐３５５０）
３１日
（木）　９：００～１７：００おおむら歯科小児科クリニック

（和久市町　℡ ２５‐１７１７）歯 科


